
奈良県 全国平均 順位
２７０千ha ３７０千ha ２８位
76,829千㎥ 85,438千㎥ ２３位
２８5㎥ ２３１㎥ １３位
１６８千ha １６８千ha ２２位
62% 45% 　６位

２９億円 ９６億円 ３５位
木材生産額 ２１億円 ４７億円 ２８位

特用林産物生産額 　８億円 ４９億円 ３７位

民有林森林資源等の内容

林業産出額

 　 区分
森林面積
森林蓄積

１ha当たり蓄積
人工林面積

（参考　○奈良県：平成３１年４月１日現在の数値　○全国平均、順位：平成２９年３月３１日現在の数値
（注）林業産出額は平成２９年次の数値）

人工林率

吉野川上流地域（川上村、東吉野村、黒滝村）は「吉野林業地域」と呼ばれ、
集約的施業によるわが国有数の優良材生産地である。

吉野林業の特徴
・日本最古の造林（１５００年頃） 大阪城、伏見桃山城の普請材
・密植多間伐・長伐期の育林技術
・生産材は年輪幅が狭く均一 幹は通直・完満・真円

Ⅰ 奈良県森林・林業・木材産業の現況

４．吉野林業

東吉野村小（明治～大正） 川上村白川渡

本県の森林は、日本一の多雨地帯である紀伊半島のほぼ中央に位置し、近
畿の主要河川の重要な水源地帯となっている。流域単位では北部の大和川・
淀川水系、中部の紀の川水系、南部の新宮川・北山川水系に分かれる。

１．森林の位置

森林面積は２８４千ha、林野率は県土面積３６９千haの７７％で、うち民有林が
２７０千haと９５％を占める。

２．森林資源の内容

１ha当たりの森林蓄積量は２８５㎥で全国第１３位、人工林率は６２％で全国
第６位、林業産出額は２９億円で全国第３５位となっている。

３．民有林森林資源の全国平均との対比
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森林面積(千ha)

森林面積
２８４

人工林
１６８(59%)

天然林

その他
１０２(36%)

民有林
２７０(95%)国有林

１４ (5%)

森林蓄積(千㎥)

人工林
67,021
(77%)

天然林

15,807
(19%)

民有林

76,829
(96%)

森林蓄積
79,634

国有林

2,805
(4%)

奈良県の森林と人口

北山川

新宮川

県土面積 ３６９千ha
森林面積 ２８４千ha
森林蓄積（民）７６，８２９千㎥
平均蓄積（民）２８５㎥ ／ha
人口 １，３４８千人

地域面積 １３４千ha(36%)

森林面積 ６７千ha(25%)
人口 1,279千人(94%)

地域面積 ９４千ha(26%)

森林面積 ７７千ha(29%)
人口 64千人(5%)

地域面積 １４１千ha(38%)

森林面積 １２５千ha(46%)
人口 6千人(1%)

注）四捨五入のため内訳と計が一致しない項目あり

－１－



                                                           

 

  

                                                           

                                                           

                                                           

山村地域の過疎化や林業生産活動の低迷等により、林業就業者が減少する
とともに、依然として平均年齢は高齢である。
戸数割合では小規模経営（5ha未満）の林家が約９割を占めているが、面積割
合では50ha以上の大面積経営林家が約５割を占めている。

木材価格の低下により生産コストに見合う収益が見込めないことから、素材生
産・造林・保育などの林業生産活動が減退している。
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林業生産活動の推移

造林面積

(ha)

保育面積

(ha)

素材生産

(千㎥)

吉野町、桜井市を中心に製材、集成材工場等の二大木材団地を形成し、国産材
を中心に優良材を供給している。木材産業は地域経済で重要な位置を占めてい
るが近年入荷量が減少している。
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入荷量全体

国産材入荷量

工 場 数

戦後造林された林分が多く、除間伐等の保育を必要としている。特に３齢級～
１２齢級の要間伐林分は約７０％を占めている。
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人工林齢級別構成

全国合計 奈良県

(全国：ha) (奈良県：ha)

５．林業就業者、山林所有規模 ７．林業生産活動

９．木材産業

８．木材価格

６．人工林（針葉樹）の林齢構成

齢級

（地域森林計画対象民有林）

（面積：ha）
（材積：千㎥）

（材積:千㎥）
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素材価格の推移
スギ

ヒノキ

*中丸太径14～22cm 

長さ3.65～4mのm3当たり価格

木材価格は、スギの昭和
55年、ヒノキの平成２年を
ピークに、以降は総じて下
降傾向が続き低迷してい
る。

（円/㎥）

(工場数）

（地域森林計画対象民有林）
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林業就業者数 平均年齢
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県内森林所有の形態

0.01以上～1ha未満 1以上～5ha未満

5以上～10ha未満 10以上～50ha未満

50以上～100ha未満 100ha以上

要間伐林分

■奈良県の特徴■

95年生（19齢級）以上の森林は、約2万ｈａ存在しており、全国平均と比べて高い割合にあ

る。

(人)

注）四捨五入のため内訳と計が一致しない項目あり

－２－ 


